
【おてだま〜る】
月１回程度を予定

地域へ向けた舞台発表
の練習を行う

（団体名）特定非営利活動法人奏海の杜
（事業名）多様な人が自分らしく暮らせる仕組みをつくる ロジック・モデル

インプット アウトプット活動 アウトカム

初期 中期 長期

●アート講師
36回（週1回）

●舞台講師
1-回（月1回）

●仕事づくり
18回（月2回）

●支援コーディ
ネート

45回（月5回）
●職員研修

9回（月1回）

活動名【芸術のもり】
【おてだま〜る】

言葉に頼らない発信方
法（芸術、舞台表現）を
習得し、自分から発信
することを厭わなくなる
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※事業の成果に必要な要素を図示化してください。
※見やすいようにデザインを工夫してください。
※注釈や記載例,不要な図形は削除してください。

活動名【にこ研究室】

子ども達や社会活動に
困難を感じている成人
と生涯学習について考
え、学ぶ意欲を育てる

【就労マネジメント】

社会活動に困難を感じ
ている成人の仕事づく
り

言葉に頼らない発信
方法を得て自分から
発信することを厭わな
くなり、地域で育つと
いう意識が芽生える

学ぶ喜び、教える喜
びを知って、得意分野
でつながる双方向の
関係ができる

●当事者の変化●
→障害児の社会参加
への意欲が高まる

●地域の変化●
→障害児/者と関わるこ

とで意識が変わり、多様
性を認める社会に近づく

日常の地域の風景の中
に障害児/者がいること
が当たり前になる

障害児/者を知らない不

安が知っている安心に
なり障害理解が進む。

【芸術のもり】
月３回程度を予定

個人の表現活動、地域
展示会へ向けた全体で
の創作活動を行う。

【にこ研究室】
月４回程度を予定

生涯学習の喜びを知り、
学ぶ意欲が育つ

【就労マネジメント】
月２回程度を予定

本人のエンパワメントと
事業者の環境整備

【学びのプログラム作
り】活動にボランティア
として地域の方々に関
わってもらう

支援ボランティア（かなボ
ラ）が生涯学習の講師と
なる

●かなプロ/かなボラの変化●
→プログラムの充実により主体性、支援力、経営力
が向上し、自立した活動ができるようになる

多様な人々が働ける場が地域に増える

障害児との活動に随時参加する地域の方々が増え
ることで、地域の障害理解が進む
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